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「シ ベ リ ァ ・ ノ ー ト」 と 『死 の 家の 記録』

松　　本　 　賢　　信

§1　 「シ ベ リ ア ・ ノ ー
ト」 の 概略的説明

　 「シ ベ リ ア ・ ノ
ー

ト」 は 我 が 国の 読者に は あま り知 られ て い な い が
，

こ れ は

ド ス トエ フ ス キ イの 作品 で は な く ， 彼が オ ム ス ク の 監獄 に 服役 して い た と きか

ら ， セ ミパ ラ チ ン ス ク で 兵卒 と して 働い て い た 時代に か けて 記 され た ，
い ろ い

ろ な意味で 作家の 関心 を 引い た 種 々 の 表現 の 書 きつ け ， い わ ゆ る メ モ で ある 。

　 「シ ベ リ ア ・ ノ ー ト」 と称 され て は い るが ， ド ス トエ フ ス キ イ の 原稿 に そ の

よ うな名称が 記され て い た わ け で は な く， 今 日残 され て い る こ の 作家の 覚え書

類の 中で は 最 も年代の 古 い もの で ， シ ベ リア 流刑時代 に 書か れ た もの で あ る こ

とか ら ， 最初 の 編纂者に よ っ て こ の 名称が与え られ ， それ が今 日に 至 る まで 踏

襲 され て い る とい うこ とに 過 ぎな い
。

　個 々 の 書 ぎつ けに は ドス トエ フ ス キ イ 自身に よ っ て 番号が付され て お り，

一

番最後の 書 きつ け 486番が 書か れ た の は ， そ こ に 日付が 付記 され て い て ， 1860

年 9 月 6 日で あ る こ とは は っ き りして い るが ，

一
番最初の 書 きつ け が い つ 書か

れ た もの で あ る の か ， 正 確に は わ か っ て い な い
。 た だ ， 「シ ベ リア ・ ノ ー ト」

後半の い くつ か の 書 きつ け （全部で 10個所 ）に は 日付 が 付 され て お り沖 そ こ

か ら逆算す る こ とに よ っ て ある程 度の 推測が 可能 で あ り， ドス トエ フ ス キ イが

t ム ス ク に 服役 して い た 1852ない し53年頃 に 1番 の 書 き つ け が記 され た と考え

る の が最 も自然で ある と思わ れ る
。

§2　 「シベ リア ・ ノー ト」 の実質的 記載事項数

　最初に ， 「シ ベ リア ・ ノ
ー

ト」 の 書 きつ け は 全部で い くつ ある の か ， とい っ

た数量的問題を明 らか に し て お く。 1番 に 始 ま り， 486番 で 終 っ て い る の で ，

単純に 486個 と考 え る の が 自然 で あ る が ， 実際に は そ うな っ て い ない
。 とい う

の は ， 38番と53番が 「lepeMeHHn　ygacTb．（脱走 ， 逃 亡 を意味す る 囚人用 語）

とい う全 く同 じ表現 なの で ，

一
つ と数えね ば な らない し ， そ の 他に も， 375番

の 表現が 重複 して い る こ と ， 420番か ら 425番に 番号が 跳 ん で い る こ と ， 477
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番が欠番に な っ て い る こ とも考慮 に 入れ なけれ ば な らない か らで ある
。

また，

「シ ベ リア ・ノ
ー ト」 の 体裁は 便箋を28枚綴 じた 手製の ノ

ー
トで ある が ， ち ょ

うど裏表紙に あた る と こ ろ に ，
06ponfirax， （1）anblllvaBble 　 AeHbrH ，　 My 冫王mKH

y6HBalOT　HX ．｛2） とい う書 きつ けが 認め られ ， こ れ を 単な る落 書 き で は な く，

「シ ベ リア ・ ノ ー 1・」 の 書 きつ け の
一

つ と見 なす とす る と ， 結局， 486− 1＋ 1

− 4− 1＋ 1 ＝ 482 とな り， こ の 482個 とい うの が ， 「シ ベ リア ・ ノ ー ト」の 実質

的 な記載事項数 で あ る 。

（3〕

§3　 監獄 フ ォ
ー ク ロ ア と しての 「シベ リア ・ノー ト」

　19世紀半ばの 監獄 フ ォ
ー

ク 卩 ア は 「シ ベ リア ・ノ ー ト」の 中に 十 分反 映 さ れ

て お り， 民俗学 者 の み な らず ， ドス トエ フ ス キ イ を愛す る現代の 読者の 関心 を

も惹い て い る 。 科学ア カ デ ミ
ー
版 ドス トエ フ ス キ イ 30巻 全 集 （以下 「30巻 全

集」 と略称す る） の 注釈者は ， 「シ ベ リ ア ・ ノ
ー

ト」 が監獄 に お け る 民衆の 言

葉の 最初 の 書 き つ け で あ る こ と ， そ して そ の 監獄 フ ォ
ー ク ロ ア の 資料 と して の

正 確さ は 疑 う余地 の な い もの で ある こ とを指摘 して い る 。
｛4｝「ノ ー ト」 の 482個

の 書 きつ け は ， そ の 具体的内容 と して
， 慣用句， 諺 ，

  監獄伝説 の 断章 ，
ア ネ

ク ドー
ト

， 歌，

（6｝会話の 断片 ，
ユ ーモ ラ ス な表現な どか ら成 り立 っ て い る

。

　 「シ ベ リア ・ノ
ー ト」 に は ，

ポ ー ラ ン ド
， ウ ク ラ イ ナ ，

ユ ダヤ ，
タ タ ール 諸

語 の 表現や ， ウ ラ ル ・シ ベ リア 方言に 属す る表現 も含 まれ て お り，
　［7｝ フ ォ

ー ク

ロ ア 研 究 の 立場 か らも貴重 な資料 とな っ て い る 。

§4　「シベ リア ・ ノ
ー

ト」 に お け る ジ ャ ル ゴ ン

　こ こ で ジ ャ ル ゴ ン （特定の 社会集団に お い て の み通 用す る用語）， い わ ゆ る

隠語の 問題に つ い て 少 し言及 した い
。

ドス トエ フ ス キ イ は 監獄に い た 間 ， 囚人

用 語や泥 棒用 語 に 多大 な関心 を寄せ た よ うで ， 実際に 「シ ベ リア ・ ノ ー ト」 の

中に ， 彼の 興味を 引い た 表現 の い くつ か を 書 きとめ て い る
。

そ の よ うな例 と し

て ，31，38 （53）， 39， 44， 56， 76， 90， 127， 167， 174， 188， 205番 の 表現 な

どを 挙げる こ とが で きる
。 例 えぽ 前に 触れ た 38 （53）番 の HepeMeHH π yqacTb．

とい う表現は ， 逃亡 を意味す る 囚人用 語で あ っ た し ， 205番 に cMoTpvaM
，　nAyT

双Be 　cy Φ肥 pbL とある が， こ こ で 用 い られ て い る cytpnepa とい うの は 売春婦

を意味す る典型的 な囚人用語で ある 。
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§5　3G巻全集所収テキス トの問題点

　次に ， 30巻全集第 4巻 に 掲載 され て い る 「シ ベ リア ・ノ
ー

ト」 の テ キ ス トと

して の問題点に つ い て若干言及 して お きたい
。

　まず第
一

に ， い くつ か の 書 きつ けに 誤 りの ある こ とが指摘され る 。 例 えぽ ，

これ は 30巻全集第 30巻第 2 分冊の 正誤表の 中で す で に 訂正 され て い る例 で あ

るc8］が
，
101番に tlHcTo

　xo 双Hu 王b
， 6eJIo　HocHlrlb

，
　cKa ＞1〈H

，
　Koro 　JIK〕6Hmb ？ C

KaKHM 　cnOBOM 　CI〈a3aTb ．｛9） とあるの に 対 し， 実際の オ リ ジ ナ ル の テキ ス トに は ，

C 聞 KcoM
，
　cnoBeM 　cKa3aTb ．と記 されて い て

， 「ずい ぶ ん と気取 っ て い るん だ

ね え」 とい う意昧に な る 。
囲

　第二 の 問題点は ， い わ ゆ る 卑猥語や罵倒語 な どの検閲に ひ っ か か る，活字に

して は い け ない 言葉に か か わ る間題で ある。 「シ ベ リア ・ ノ ー ト」 で は
， 90，

217， 471番に お い て その よ うな 言葉が用 い られ ， 30巻全集 で は それ らは すべ て

伏字に な っ て い る
。

オ リ ジ ナ ル の テ キ ス トに お い て も ， ドス トエ フ ス キ イ は こ

れ らの 言葉を は っ き りと書い て は お らず ， そ の 頭文字だけ とか ， 最初の
一字 な

い し二 字の み を記 して い る だ け で ある
。

217番を見て み よ う
。

30巻全集第 4 巻

の テ キス トで は
，

施 施 ）H 田 b
，
ToncTafl 　po＞1〈a

，
　B　TpH 八Hfi　He 〈…〉．とな っ て

い て
，

He の 後は 完全な伏字 とな っ て い る 。 オ リジ ナ ル の テ キ ス トに お い て も，

こ の 部分に は 単に 06 ＿ と記 され て い る だ けで あ る が
，

これは 排泄行為を 意

味する動詞 06KaKaTb の 接頭辞で あろ う。 した が っ て 文全体の 意味は ， 「三 日

じゃ あお 前の 面を ク ソ で汚せ や しない だ ろ うさ （それ ほ どお 前 の 面は太 っ て い

る）」 となる と思わ れ る 調

　第三 の 問題点 は ， 30巻全集第 4巻所収の テ キ ス トの い くつ か の 書 ぎつ けに ，

判読不 能個所があ っ た とい うこ とで ある
。

こ れ らの 多 くは 30巻全集第30巻第 2

分 冊の 正 誤表に お い て 明 らか に され て い る 。
働 筆者 自身 ， 「シ ベ リア ・ ノ

ー
ト」

の オ リ ジナ ル の テ キ ス トを見た 経験か ら ， ア ン ナ 夫人に よる筆者版 テ キ ス トを

も参考に しつ つ
， 30巻全集の テ キ ス トに 対す る正誤 表 を 作 製 し ， 昨 年 （1992

年）秋 に 行お れた 日本 ロ シ ア 文学会の 研究報告会に お い て それ を資料と して提

出 した
。

§6　「シベ リア 。 ノ ー ト」 と r死の 家の記録』

　 「シ ベ リ ア ・ ノ ー ト」 に 由来す る表現は ， 『死 の 家の 記録』を 始 め ， ドス ト

エ フ ス キ イ の さま ざまな作品， 例えば 『ス チ ェ パ ン チ コ ヴ ォ 村 とそ の 住人』，

『虐げられた 人 々 』， 『地下室の 手記』， 60年代以降の い わ ゆる五大長編な どに お
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い て も用 い られ て い る
。

また ， 小説 の み な らず ， ドス トエ フ ス キ イが 書い た 評

論 の 中に も， 「シ ベ リア ・ノ ー ト」 の 表現を い くつ か 見 つ け る こ とが で ぎる
。

　 さて ， こ こ で ， 「シ ベ リ ア ・ノ
ー 1・」 の 表現が作品 中で 用 い られ て い る態様

を ， 『死 の 家の 記 録』 を取 り上 げて 考察 して み た い
。

　 まず 明 らか に して お きた い の は
，

「シ ベ リ ア ・ ノ ー b」 の 実質482個の 書 きつ

けの うち ， い くつ が 『死 の 冢 の 記 録』 の 中で 利用 され て い るか とい う数量的問

題で ある
。

B．　n ．　BnaAMMMplleB　H　T．　M．　OpHaTcKaH， ＜＜iMofl 　TeTpa
，［cKa　KaTop −

＞KHafi 》 （「シ ベ リア ・ノ
ー

ト」 の 注釈書）， 30巻全集第 4巻 の 注 ， 染谷茂氏や小

沼文彦氏に よる 「シ ベ リ ア ・ノ
ー

ト」 の 翻訳 ｛13：1 に 付 され た注 を参照 し ， さ らに

筆者自身が 見 つ けた もの を加 えて
， 現時点で 241個の 表現が 『死 の 家 の 記録』

で 用 い られ て い る こ とが 明 らか に な っ て い る
。

　なお ，
こ の 「241」 とい う数字 に は 重複 して 用 い られ て い る もの は 含 ま れ て

い な い
。

つ ま り， 「シ ベ 1丿ア ・ ノ
ー

ト」 の
一

つ の 表現が 『死 の 家 の 記録』 の 中

で 二 個所以上 で 別 個に 用 い られ て い る場 合で も，

一
つ と して 計算 され て い る

。

また ， こ れ とは 逆 の ケ
ース

， 即 ち 「シ ベ リア ・ ノ
ー

ト」 の 二 つ 以 ヒの 表現 が 作

品中 で
一

個所 に 結合 され て い る場 合 もあ っ て ， 両者は 必 ず し も一対一
の 対応を

して い ない
。

　筆者は これ ら 241個の 書 ぎつ け の すべ て に 対 し ， そ れ らが作品 テ キ ス トの 中

で どの よ うに 変形 されて （あ るい は 変形 され ない で ）用い られて い るか を調べ

て み た 。 そ の 際 ， それ ら変形の 態様を分析す る こ とは ， r死 の 家 の 記録』 とい

う作品 を よ り深 く理 解す る の に 役立 つ とい う考 えか ら ， 変形の 程度に 応 じて A
〜 D の 分類記号を 用い ， 以下 の よ うに 四 つ の 範疇 に 分 類 した 。

　［A ］　当該表現が一
つ の 単 語 や句 の レ ベ ル で 用 い られて い る もの

。
しば しば

引用符つ きで 用い られ る
。 （37個）

呉体例 （「シ ベ リア ・ノ ー
ト」 の 書きつ け の 後 ，

＊ ＊印以下に 当該表現 が利用 さ

れ て い る r死の 家 の 記録』 中の 該 当個所 を示 す
。 以下 同様）

　3）ABaM 　cnacH603a 　To
，
　qTo 　MeHH 　Ha6JIK ）naeTe ．

　＊＊ HacH　Iy　H　yTe田 H 汀 ero
，
　H　xoTb 　oH 　c　oTHx 　noP

，
　 ecJIH 　Bo3Mo ＞KHo 　 DTo

，

eU エe　ycepnHee　Haqa ・ll　c』y＞1〈HTh 　MHe 　H ＜＜Ha6 」1｝onaTb 　l　 eHfl＞＞
，
　Ho ＿1 

　［B ］ 当該表現が全 く変形 されずに 用い られ て い るか ， ある い は 極め て 軽微

な程度の 変形 に とどま る もの 。 （63個）

具体例

163）XoTb　6e3　pe6py田 Ka　xo 双HTb
，　Aa　conJzaTMKa 　nK ）6HTb．
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　＊＊ XoTb　6e3　pe6pylllKa　xoAuTb
，
　Aa　con！EaTHKa 　JIK）6HTb！［15）

　［C ］ 当該表現が変形 を施 されて 用い られ て い るが ， そ の 変形 の 背後に 作家

の 意図が反映 して い るほ どで は ない もの
。 （122個）

具体 例

201）Hy
，
　MOfi 　rlycTb 　pfi6aff，

　IlexopomaH
，
3aTo 　y　IleVa　cl〈onbl 〈o　o双e冫KH ．

　＊＊　（〈Mofl　nycTb 　pA6aH，　Hexopolllafi ，　Aa　3aTo 　y　He 茸 cKonbKo 　o皿e冫KH ；＿》 

　［D 」 当該表現が著 しい 変形を 施 されて 用い られ て い るか ， あ るい は変形の

背後に 作家の 意図が 反映 して い る もの
。 （19個）

具体例

400）《Hy
，
　H　H　TaM 　 nxcaJ エ》．一 　＜＜A　Tenepb 　qTo 　He 　nHIIIelllb　？》一

《A 　BoT 　I〈aK

nepbflMH 　 Haqa πva　 nHcaTb
，
　 Talく y冫K 　 H　 H　oTcTan 》．

　＊ ＊
− ATH 　pa3Be　yMeeulb　rrHcaTb 　？

　　
− Hpe冫i｛Ae　y，vien ，　a　BoT 　Kal 〈　nepb 刄MH 　cTaJIH 　rlHcaTb

，　Tal｛　y冫K　∬　H

pa3ygnnCH．．．UT

　 ［A ］に 分類 した もの は
，

ドス トエ フ ス キ イが オ ム ス ク や セ ミパ ラチ ン ス ク

で 耳に し ， 興味を覚えた 表現を単語や句 の レ ベ ル で 用 い た もの で ある か ら， 当

該表現の 前後が小説 テ キ ス トの 中で異 な っ て い る の は 当然 で あ り，

一応 「変形」

の 問題とは 切 り離して 考 え る こ ととす る
。 ［B ］に 分類 した 「63個」 と い う数

字は ， 変形が 施 されて い る 「141個」 （［C］と ［D ］の 合計）に 比べ て 半分以下

で あ り， や は り 「少ない 」 と評価す るの が妥当で ある と思わ れ る
。

つ ま り， ド

ス トエ フ ス キ イは 『死 の 家 の 記録』の 中で ， 「シ ベ リア ・ ノ
ー ト」 起源 の 表現

を多数用 い て い る の で あ るが ， そ の うち三 分 の 二 以上 の 表現に は 何 らか の 変形

を施 して 用い て い る と言 うこ とが で きる
。

　 とこ ろ で ， r死 の 家 の 記録』 に 描か れ て い る会話 （主 と して囚人 た ちの 会話）

は ， 「シ ベ リア ・ ノ ー ト」起源の 表現を基に して い る もの と， そ うで な い もの

とに分けた とする と ， 両 者はか な りくっ き りと分離 されて 用 い られ て い る こ と

に 気づ く
。

つ ま り，「シ ベ リア ・ ノ ー ト」 に 由来す る表現 は短頁の う ち に 連続

的に （即 ち
一

定の 描写の 中で 集中的に ）用 い られる一
方， それ らが用い られて

い ない 描写 で は 全 く出て来 ない とい う傾向が顕 著な の で ある 。 そ の よ うな個所

の 具体例 と して ， 30巻全集第 4 巻24頁を引 用 す る （「シ ベ リ ア ・ ノ ー
ト」の 表

現が利用 され て い る個所を下線で 示 し ， そ の 後に 当該表現 の 番号を括弧内に 付

す）。
鰌

　一 1
−
loAne双 Tbl，

　a　He　IくaraH 　1 （90）− 3apeBen 　ToJlcTfiK
，
　no ・｛yBcTBoBaB，　qTo
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cpe3ancfi 　Ha 　Bcex 　nyHKTax
，　H　nothAfi丑o　Kpa 薩Hero 　6eilleHcTBa．

　　〈＿〉

　
一 刀la，　Aep 冫KH

，
　nonepyTcfi ！− pa3Aaaocb　B　oTBeT ．− yHac 　HapoA 　60in〈Hth，

3a皿opHb 磁 ；ceMepo 　o 八Horo 　He　60HMc∬ ．，．（13）

　　
一

耳a　H　o6a 　xopolllH ！　〇八HH 　3a 　ΦyHT　xJle6a　B　ocTpor 　矼plitIen，　 a

nPyroth − KpblHogHafi 　6．ay 八HHixa，　y　6a6bi　npocToKH 田 y　noen
，
3a　To 　H　KHyTa

XBaTM 汀，（68）

　　　ぐ．．〉

　　
− Bo皿a

・ pe6fiTa！HeBaJM双 neTpoB 剛 叩 o £Hy 澱cH ！HeBanHJLy　HeTpoBuqy ，

2gノ【｝IMOMy ．．
6paTHy！（184）

　　
− BpaT … KaKo藍 ∬ Te6e 　6paT ？　Py6nH　BMecTe 　He　fipoHvaJM

，
　 a　6paT ！

（267）− BoP ・｛an 　HHBa 汀H皿，　HaTHrHBa5 ｛ BpyKaBa 　mnHenb ，．．

　　　ぐ，．〉

　　
一一一CTap四 Ky 　AHToHbrqy　xne6 皿a　conb

，
3双paBcTBy藍！− IlporoBopH ∬ Mo 一

諏o双o 藍 apecTaHT
，　yca）KHBaficb 　noAJIe 　HaxMypeHHoro 　M　6e33y60ro　apecTaHTa ・

　
− Hy

，
3JlpaBcTBYfa

，
1｛oJIH　He 　IHyTHHIb

， （196）− nporoBopH 丑　ToT
，
　 He

Ho 双HHMa ∬ rJIa3　H　cTapaHcb 　y）KeBaTb 　xne6 　cBoHMH 　6e33y6blM｝1 双ecHaMH ，

　
− ABe 双b ∬ ，　AHToHblll， 皿yMa諏

，
　qTo 　Tbl　rloMep ；叩 aBo −Hy ．

　
− HeT

，　Tb 正　cHepBa 　noMpH ，
　a　fi　nocne ．．．（235）

　　　〈．．．〉

　　
一一 yMeH ∬ He60cb 　He 　yI｛pa双yT，

− roBopH 五 〇八HH ，

一 矼
，
6paT

，
　 caM 　 60K）cb ，

KaK 　6b夏 uero 　lle　yKpaCTb．（16）

　　
… Hy，　Aa 　H　MeH 兄 ro鳳o員　pyKoh　He　6epH：　060 冫Kry ．（139）

　　
一 皿auero 　o60 ｝IQKe田 b −To ！TaKo苴 冫Ke 　BapHaK （39）；60JIbHle　H　Ha3BaHbfi

IlaM　HeT … oHa 　Te6H 　o6epeT ，八a　H 　He 　fiol〈Jlo｝IHTcfi，　TyT
，
6paT

，
　 H 　Mo 兄

KoneeqKa 　yMblJacb．（212）　HaMe双HH 　caMa 　rlpHIHJIa ．　｝くy双a　c　He 曲 丑eTbcH 　P

HaHan　npocvaTbcfi 　K Φe八bKe −nanagy ； yHero 　e皿 e　B ΦoplHTa 双Te 　AoM 　cTofiJI
，

yCoaoMoHKIi−napmHBoro ，　y ＞KllAa， 1くYHHJI，　BoT 　 e正朕e　KoTopbl 且 noToM 　y双a一

BHJIc 只 ．．．（113）

　　こ こ で は 90， 13， 68番 な ど 12個 の 表現が次 々 に つ なぎ合わ さ れ て
， 囚人 た

ち の 会話を 構成 して い る 。 しか し， こ れ らの 表現は ， ドス ト エ フ ス キ イ が オ ム

ス ク の 監獄で 実際に 耳に した ときは ，

一 つ 一 つ が 独立 した別個の もの で あ っ た

は ずで あ り， それ ぞれ の 表現がそれに ふ さわ しい 状況 の 中で 囚人た ちに よ っ て
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語 られ て い た に 違 い ない
。 それ が次 々 に つ な ぎ合 わ され て い るた め に ， い ささ

か 不 自然 な ， 即 ち実際に は あ りそ うもな い 会話の 描写に な っ て い る
。
鬪 「シ ベ

リア ・ ノ ー
ト」 の 表現を 作品巾の 描写 で利用 し よ うとす る場合 ， そ の 適用の 分

布が あ る程度 ア ン バ ラ ン ス に な る の は ，む しろ 自然 な こ とで あ るが ， とこ ろ ど

こ ろ に ， 「ノ ー ト」 の 表現を作品中で で きるだ け多 く利用 し よ う と い っ た ドス

トエ フ ス キ イ 自身の 意図が うか が わ れ ， こ の こ とは 注 目に 値す るで あ ろ う。

　 も う一
つ の 特微的な現象は ， 『死の 家の 記録』 に 用 い られ て い る 「シ ベ リア ・

ノ ー ト」 の 表現の 各々 の 主 体 ， 即 ち 誰 の 言葉 として 描写 され て い る か ， とい う

聞 題 とか か わ っ て くる 。 まず気づ くの は ， 小説 の 語 り手 で あ る ゴ リ ャ ン チ コ フ

が 「シ ベ リア ・ノ
ー

ト」起源の 表現の 主体とな っ て い る例は ， 3， 44， 89， 228，

387番 の 5個所 に 過 ぎず ，
ゴ リ ャ ン チ コ フ に は 「ノ

ー
ト」 の 表現が ほ とん ど分

け与え られ て い ない とい うこ とで ある
。 庇倒的大多数は 囚人の 言葉 と して 描か

れ て い る の で あ るが ， もう少 し詳 し く見て み よ う
。

　 まず， 主体が不 特定多数 の 囚人 とな っ て い る 表現 の 例は ，2， 5， 11，35，38

（53）， 59， 108， 118， 169， 205， 282， 319， 436 ， 443，460番 で ， 15個ある
。

　次に ， 特定の 囚人 で は ある が ， 小説 中で 名前を与え られ て い な い 囚人が主体

とな っ て い る表現の 例 は ， 4， 7， 9， 13， 15， 16， 17， 23， 37， 39， 46， 61，

62，　64，　65，　66，　67，　68，　70，　71，　75，　85，　86，　87，　90，　97，　103，　111，　113，

115，　132，　137，　139，　142，　144，　153，　155，　159，　164，　172，　175
，　177，　183，

184，　192，　193，　198，　200，　206，　211，　212，　213，　216，　225，　232，　233，　239，

243，　245，　246，　248，　249，　253，　257，　263，　267 ，　277，　295，　308，　310，　311，

316，　318，　331，　332，　339，　342，　343，　345，　346，　354，　366，　370，　371，　373，

387，　389，　405，　406，　408，　411，　412，　419，　435，　438，　446，　450，　453，　454，

461， 462， 464， 469， 470， 480， 481， 486番 の 計 107個 もあ り， 非常に 多 い 。

　そ して 名前が 与え られ て い る 囚人が 主 体 とな っ て い る表現 の 例は
， 次の 通 り

で ある
。

CKypaToB　…・…… ・・6
，　36，　42，　43，　50，　128

，　134，　136
，　188，　215，

218
，
232

，

　240，　241，　355，　407，　430．

JlyKa　I〈Y3bMHq… …12
，
36

，
40

，
45

，
91

，
92

，　133，　134，
230

，
301

，
467．

IllanKHH・・・・・・・・・・・・…　52，　112
，　119，　138

，　148，　158
，　181，　229，　400．

BapJlaMoB…… … …26
，
79

，　123，
131

，
176

，
215

，
306

，
320．

ycTbflHUeB…… ……278
，
292

，
299

，
314

，
315．

Hca苴 ΦOM 困 ・・… … ・91， 92，
202．
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CTenKa　・・・・・・・・・・・・…　221，　325，　334。

CHPOTKHH　…・・… ・…　58，　194．

AHToHblq　… ・… ・…・196，
235．

LleKyHoB …・…　… ・・…287
，　333．

ByJIKHH　… …… … …303
，
335．

CaBenbeB　・一一…　一一・…　348，　435．

BaCH　… …・・…… … ・41．

OHyoppvaeB… … ……201，

1〈ynHKOB・… ・…　…・…　318．

AaeKcaiI双p・… …・… ・434．

BaKnymHH …… ……436・eo）

　こ こ で 興味深い の は ， 物語の 語 り手 で ある ゴ リ ャ ン チ コ フ を始め ， 小説中で

中心 的な存在 とな っ て い る 囚人た ち ， 例 えば ア キ ム ・ ア キ ー ム イ チ ，
ペ ト ロ フ

とい っ た主要人物 の 描写に は ， 「シ ベ リア ・ ノ
ー

ト」起源 の 表現は ほ と ん ど利

用 され て い な い とい うこ とで ある 。
ス ク ラ

ー
ト フ とル カ ・ ク ジ ミ

ー
チ がわ ずか

に 例外 と言 える もの の ， イ サ イ ・ フ ォ ミ
ー

チ の 3 個所 ，
シ ロ ー トキ ン の 2 個脈

ク リ コ フ の 1個所 な どは 決 して 多 くは な い
。 換言すれば ， 「シ ベ リア ・ノ

ー
ト」

に 由来す る表現 の 主体 と し て ， そ の 圧倒 的大 多数を 占め て い る の は ， 不 特定多

数 の 囚人か ， 小説中で 名前を与 え られ て い ない 囚人か ， 名前は 与 え られ て い て

も端役的 な 役割を演 じて い るに 過 ぎぬ 囚 人た ち で ある と言 うこ とが で きる
。

　以上 の 事実
一

即 ち   「シ ベ リア ・ノ ー ト」 の 表現 が作品中で 利用 され る とき，

その 多 くは 変形 され て 用 い られ て い る こ と，   特定 の 会話の 描写 の 中で 「ノ
ー

1・」 の 表 現が 集中的に 用い られ て い る こ と，   「ノ ー ト」 の 表現の 主体は 小説

中の 主 要人物で は な く， 端役的な 囚人た ちで ある こ と
一

は ， 『死の 家の 記録』

とい う作品が ， 少 な くと も ドス ト エ フ ス キ イ が監獄に お け
’
る 自己の 体験を そ の

ま ま の 形 で 再現 し よ うと した ドキ ュ メ ソ タ リー小説で は な く， む しろ創作色 の

濃い 芸術作品で ある こ とを 語 っ て い る よ うに 思わ れ る
。

　 い ずれ に せ よ ， 「シ ベ リア ・ ノ
ー

ト」 の 482個の 書 きつ けは ， ドス ト エ フ ス キ

イ の 文学を理 解する た め の ， さ ま ざま な ヒ ン トを 与 えて くれ る貴重 な資料で あ

り， 我が 国で も多 くの 読者や研究者 の 関心 が それ に 注 がれ る こ とを 期待 して ，

本稿 の 結び と した い
。
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注（1）　日付が 付記 され て い る の は ， 387 （7 月 5 日）， 398（8 月28日），
429 （3 月20 日），

　　435 （5 月 8 日），
442 （8 月 17日）， 450 （1856年 9 月 26 日），

453 （10月17 日）， 459

　　（1856年 12月19 日），469 （5 月 11 日），486番 （1860年 9 月 6 日）の 計 10個所 で あ る 。

　　年号が 記載 され て い る の は ，450，459，486 番の 3 個所 の み で あ る が ， 後ろ か ら逆

　　算 し て ゆ くと ， 429番 以 降 は 1856年に ， 387番 と398番 は 1855年 に 書か れ た もの と推

　　定 され る
。 　な お

，
459番 の 書 きつ け に は ， 実際に は 「46」 と い う数字 が記 され て い

　　る が， こ れ は 年号 と解釈す る 他は な く， ドス ト エ フ ス キ イ 自身 が 犯 し た書 ぎ間違 い

　　 と思わ れ る Q 二 の こ と は 30巻全集 の 注 釈者 も指摘 し て い る 。 30巻全集第 4巻 310 頁

　 　参照 。

　（2） HX が Olanb田 HBble ！leHbrH を指 し， 「浮 浪人 に つ い て 。 贋 金 。 百 姓 ど もが それ

　　を 浪費す る」 の 意に な る と思わ れ る が ，
HX が 6pon”PM を受 け る と 解す る と，

「百

　　姓 ど もが 彼 ら （浮浪人 ）を 殺 害す る」 と い う解釈 も可 能で あ る 。

　（3） 筆者 は
一一

昨年 （1991年） 6 月に ，
モ ス ク ワ に あ る ン ー ニ ソ 図書館に て ，

マ イ ク Pt

　 　 フ ィ ル ム と い う不 完全な 形 で は あ る が，「シ ベ リ ア
・ノ ー ト」 の オ リ ジ ナ ル の テ キ

　　 ス トを 見 る 機会を 得 ， 375番 の 重 複 ， 477番 の 欠 番な ど ， す べ て こ の 通 りに な っ て い

　　 る こ とを 確認す る こ とがで き た
。 30巻全 集第 4巻 ， 『死 の 家 の 記録』 に 付 さ れ た 注

　　 の 論文 の 中 に ，「シ ベ リ ア ・ノ ー トー1 の 記載事項数は 522で ある と の 記述が あ るが
，

　　 これは 誤 りで あ る 。 30巻全集第 4 巻275頁参照 。

　（4） その 根拠 と し て ， 有名な フ ォ
ー

ク ロ ア 集に 文 字通 り
一一

致 した 表現 や 近 接 ヴ ァ リ ア

　　 ソ ｝・の 存在す る こ と が 指摘 され て い るが
， 同時 に ，近接 ヴ ァ リ ア ソ ト の 存在 し て い

　　な い （あ る い は 見 つ か っ て い な い ）表現が 「シ ベ リ ア ・ノ
ー

ト」 に 含まれ て い る 二

　　 と に も注 目す る 必要が あ ろ う。 そ の よ うな表現 の 例 と し て は
，

1
， 43， 65， 77，84

，

　　 187 ， 198， 332，338， 381，
456 番 な どを挙げ る こ とが で きる Q30 巻全集第 4 巻311

　　 頁 参照。

　（5） 慣用 句 ， 諺は 非常 に 多 く書 き留 め られて い る D2 ，5，8，13，22，27，37，72，

　 　 88，　93，　95，　99，　104，　121，　122，　123，　124 ，　138，　140，　141，　145，　148， 154， 171，

　　 176，　179 ，　197，　207，　234 ，　247 ，　256，　257 ，　259，　260 ，　263，　281，　282
，　283

，　290
，

　　 294
，　315，　329 ，　339，　345 ，　347，　349，　366，　381，　389，　412

，　413
，　417

，　442
，　450

，

　　452
，
455 ， 458 ， 464， 468，470，472，479 番な ど。 30 巻全集 の 注釈者 は ，　こ れ ら

　　 「シ ベ リ ア ・ノ
ー b」 の 諺 と ， ウ ラ ジ ー ミル ・ダ ー

リ の 『ロ シ ア 民衆 の 諺』 に 収 録

　　 され て い る諺 との 異 同に つ い て 指 摘 し て い る が
， 両者 の 表現 が全 く同一 で あ る と い

　 　 うヶ
一

ス は ほ とん ど皆無で あ る 。

　 （6） 30巻全集 の 注釈者 は ， 「シ ベ リ ア ・ノ
ー

ト」 の 中 に 歇 の テ キ ス トが 少 な い こ とを

　　 指 摘 し て い る が （30巻全集第 4 巻 311頁 参照 ）， 実際 に は
， 歌 の テ キ ス ト， 舞踏 歌

　　 や 叙情歌 の 歌詞 の
一節が 12個 所 ほ ど見出 さ れ ， そ の よ うに 断定す る こ と は で ぎな い

　 　 と思 わ れ る。 具 体的 に は ， 77，100，101 ， ユ61， 163 ， 214 ， 215 ， 218， 224， 277，

　　295
，

454番が 歌 の テ キ ス ト と し て 挙 げ られ る が
，

こ の うち，100， 101， 163，214，

　　 215，
218

，
224

，
277

，
295番 の 9 個が 『死 の 家の 記 録』 で 用 い られ て い る 。 し か も，

　　 215，277，295番 の 3 個は ， 完全 な 歌 の テ キ ス ト と し て ， ほ と ん どそ の ま ま の 形 で
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　引用 され て い る こ とか ら考 え て ， 監獄 の 中で 囚人 た ち に よ っ て 歌 わ れ て い た歌 に
，

　 ドス ト エ フ ス キ イは 大 きな 関心 を 寄せ て い た と言 う こ とがで きる で あ ろ う。

  　こ の よ うな 非 ロ シ ア 語的表現や 訛 な い し方言が 数多 く書 き留め られて い る こ と は

　注 目 に 値 す る 。 8， 30， 51， 91， 182， 183 ， 185， 252 番は ウ ク ラ イ ナ 訛 の 卩 シ ア 語

　で書 かれ て い る し
，

136番は ウ ク ラ イ ナ 人 を か らか う時 に 用 い る 決 ま り文句で あ る 。

　 ウ ラ ル ・シ ベ リ ア 方言 に 属す る と思わ れ る表現 と し て は ， 28， 39， 41， 58， 85， 125，

　 153，　162
，　170

，　200
，　219

，　226
，　239，　241

，　274
，　280，　371，　382，　409，　458

，　478

　番を 挙げ る こ とが で き る 。

（8） 30巻全集第 30巻第 2 分冊 410 頁参照 。

（9） 30巻全 集第 4 巻 238 頁参照
。

  　KHKC と は ビ リ ヤ ー ドの 用語で ， キ ュ
ーで 球 を突 い た ときの 「突 き損 な い 」 の 意

　で あ る が ，
こ こ で は 反語的 な意味で 用 い られ て い る 。

B．H ．B πa珊 MH 餌 eBHT ，A ．

　OpHaTcKafi
，
　Mofl　TeTpaAKa 　KaTop ＞lcHaA　（CH6zpcKafl　 TeTpa 八b），

　 KpacHofipcK，

　1985
，
CTP ．77，

　　因み に ， 筆者 は や は り
一昨年 6 月に ，

レ ニ ン グ ラ ー ド， 現在の サ ン ク ト ・ペ テ ル

　ブ ル グ に ある 科学 ア カ デ ミ
ー付属 ロ シ ア 文学研究所 ， 通 称プ ー

シ キ ン 館 に 保管 さ れ

　て い る ア ソ ナ 夫人 に よ る 「シ ベ リ ア ・ノ
ー ト」 の 筆 写版 テ キ ス ト を 見 る こ とが で き

　 た が， こ こ で も CKHKcoM ，　cnoBoM 　cl〈a3aTb ．と書 かれ て あ っ た 。

  　因 み に 90番 の 伏字部分 に は ， e．T ．　M ．（有名な 罵倒 語 の 頭文字）と ， 471番に は
，

　m ．（尻 の 穴 を意味 す る ＞icona の 最初 の
一字）と，それ ぞ れ記 され て い る 。

  　例 えば 364，387，398，429，435，486番 の 判読不 能個所 に は ，
Eheu と い う言葉

　が記 され て い た とな っ て い る 。
こ れ は ロ シ ア 語 の く＜YBbl＞＞ に 相当す る ラ テ ン 語 の 間

　投詞で
， 日記 に つ け る 伝統的な 注記 と の こ と で あ る 。

B．　fl．　BπaAHMHpueB 　H　T・A・

　OpHaTcKaH，　赫oπ　TeTpaAKa 　KaToP 冫KHaH 　（Cra6HpcKafi　TeTpanb ），　cTp・51−56・

　 97．

  　染谷茂 氏の 翻訳は 新潮社版 ドス ト エ フ ス キ
ー

全 集第 26巻 に ， 小沼文彦氏 の 翻訳は

　筑摩 書房刊 ドス ト J7 ス キ ー全集第 19巻 B に ， それ ぞれ 収録 され て い る。

Oゆ　Ha6nto 皿aTb と い う動 詞 が 「世 話 を す る」 と い う特殊な 意味で 用 い られ て い る の

　が面 白 く， ドス ト ＝ フ ス キ イ は こ の 表現を 「ノ
ー ト」 に 書 きと め た の で あろ う。

こ

　れ を 『死 の 家 の 記録』 で は ， 単語 の レ ベ ル で 引用符 つ きで 用 い て い る 。
こ の よ うな

　｛列壱よ，　3，　12，　26
，　35，　38　（53），　39，　45，　71，　75，　89，　112，　118，　137，　138，　184，

　205，　286，　301，　305，　310，　318，　319，　320
，　330 ，　331，　334 ，　335，　371，　387，　396，

　 408 ，　430，　434，　436，　438 ，　445 ，　486番：

o

¢＄　ピ リ オ ドが 感嘆符 に な っ て い る だけ で
， 「シ ベ リ ア ・ノ

ー ト」の 表現が そ の ま ま

　 の 形 で 『死 の 家 の 記 録 』 に お い て 用 い られ て い る 。 　こ の よ うな例 は ， 6， 13， 16，

　 33，　44，　62，　82 ，　85 ，　100，　101，　111，　113，　129，　134，　144，　148 ，　158，　163 ，　172，

　177 ，　188，　196，　200，　214
，　218

，　221
，　228

，　230 ，　233，　239 ，　240，　243，　245
，　246

，

　 257，　263，　264，　267，　277，　282 ，　295，　299，　308，　311，　329
，　339，　348，　354

，　373
，

　 380，　389，　406，　410，　411，　435，　446，　450
，　458 ，　459 ，　464，　470 ，　480 ，　482番：

。
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  　Hy が 落ち ， 双a が つ け加 え られ て お り

　作家 の 意図が反 映し て い る ほ どで もな い
。

15， 17，

68， 70 ，

131 ，

192，

232，

306，

366，

466，

3427132

，

193，

235 ，

312，

370，

467，

133
，

194，

248 ，

313，

386，

475，

25
，

28
，

79 ， 83，

　　 136，

　　 198，

　　249 ，

　　314，

　　403，

　　481，

  　 「書か な い の か ？」

32
，

36
，

86， 87 ，

139
，

201 ，

253 ，

315，

405，

37 ， 41 ，

90 ， 97，

142 ，

206 ，

262 ，

316，

407，

153
，

211 ，

265 ，

317，

409，

， 変形 は され て い る が
， 別 に そ の 背後 に

　　こ の よ うな例は ， 2， 4， 5， 7， 9， 11，

42
，　43，　46

，　50
，　59

，　61
，　64 ，　65

，
66

，
67

，

103 ，　108，　115，　116 ，　117 ，　119 ， 123 ， 128，

155 ，

212 ，

266 ，

325，

418，

159 ，

213 ，

273 ，

326，

419，

164 ，

215 ，

278 ，

332，

443，

169 ，

216，

285 ，

333，

453，

175 ，

217 ，

287 ，

342，

454，

176 ，

225 ，

292 ，

343，

456，

178 ，　183，

226 ，　229，

298 ，　303，

346，　355，

460，　461，

　ilpe｝Kne 　yMeJIが つ け 加 え られ て い る 。

　　（自分 の 意思 で や め た ）が pa3yqHJICH （忘れ て で き
F
な くな っ た）に ，

　 形 され て い る
。

こ れ ら は
，

　 の よ うな例は ，40，48，

　 345，　400，　412
，　462

，

  　同 様 の 例 は ， 例 え ぱ 30巻全集第 4 巻 71頁や 168頁 に も見 る こ とが で き る

  　184番 の 表現 に po期 Mh 虐 6paTerlと い う言 葉を つ け 加え て ，

　Te ．6e　6paT　？ に 橋渡 し し て い る点 ，

　 な どは ， そ の 具 体例 と言 え る 。

　　　一部重 複 して い る と こ ろ が ある の は ，

一 つ の 表現 が 二 人以上 の 主体 に よ る会 話 と

　　し て 描か れ て い た り， 小説 中 の 異 な る 個所 で 別個 の 描写 と し て 利 用 さ れ て い た りす

　 る ケ
ー

ス が あ る か らで あ る
。

な お ，第 2 部第 4 章 「ア ク ー リ カ の 亭主」は ，それ 自

　体一 つ の 短 編 とし て 鑑賞 し得 る 内容を備 えて お り，そ こ で 用 い られ て い る 「シ ベ リ

　　ア ・
ノ

ー ト」 起 源の 表現 は ，
こ こ で の 考察か らは 除 外 した 。

485番 。

と い う質問 が 「轡け る の か ？」 に 変え られ て い る
。 　ま た

，

　　　　　　　　　　　　　さ らVL
， 　HaqaJIH が CTaJIH に ， 　OTCTa 訌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ れ ぞ れ 変

　　　ドス ト ＝ フ ス キ イ に よ る 意図的な 変形 と考え られ る 。
こ

　 52，　55，　56，　58，　91，　92，　105，　180，　181，　202，224，241，

469番 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　267番 の 1くaKO 苴 fi

　　　　　　　　　16番 と 139番 の 論理 的脈絡 の 欠如 した や り取 り

〈C胚6HpcKa只　TeTpa 双b＞ H 《3aHHcKH｝13 从 epTBoro 双oMa 》

KDHCHH　IV1AuyMOTO

　　　　Φ．M ．双ocToeBcKH 薮　Haya ” 3aHHcHBaTb 　＜CH6HpcKyro　 TeTpa 八b＞　npeAno 一

証o ｝KvaTem 】Ho 　B　1852−53　ro 双ax ．　＜CH6HpcKa兄　TeTpa 双b＞　｝蛋MeeT 　HcKnIoqHTeJIbHylo

Ba 冫KHocTb 　He 　To 訌bKo 馴 ∬ OPonbKnopHcTHKH，　Ho 　 H 　 nnfi 　 T 。ro
，　 qTo6bl 　nocTHraTb

llpoH3Be 」LeHvaH 双ocToeBcKoPo ，
　 B　oco6eHHocTH 《3an澀cK 朋 3　MepTBoro 双oMa 》・

　　　　Bo6 田leM　B 〈C ｝五6HpcKo苴 TeTpaAn ＞oqeHb 羅oJ礁 o　oTpa 冫KeH φo ハbKJlop 　 TK 〕pb一

瓢 bI　 cepe 八HHb 匸 19・ro 　BeKa
，　npeAcTaBJIHK ）皿 H盞　60nb田 oti　MHTepec 　 J工a 兄　ΦoJIbKa ・

opHcToB ． 3TH 　 3anHcH 　 noA πHHHoro 　 T 田peMH。ro 　 H　 Hapo ムHoro 　 fi3bIKoB 叩 e双田 e・
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CTByK]T  PfiAy nofiBHBmrrxcfi  B KoHLIe  19-ro BeKa  gTHoPPatpHuecKHx  H  nHHrB"cTM-

gecK"x  Hcc"eJzoBaHHti  TIopeM}Ioro  6blTa H  (l)oJbKJIopa.  06beM  <Cva6"pcKoth TeTp-

anva>-482  3allHcH,  KoTopble  cocTofiT  H3  noFoBopoK,  nocAoBHll,  oTpblBKoB  TroPe-

MHhlX  nereHn,  aHeKJIOTOB  va neCeH,  06P5IBKOB  Pa3rOBOPOB, OTne"bHblX  MeTKvaX

BblPa)I{eHHta, Kal< 6YIITO TOnbKO  UTO  COPBaBIIIHXC"  C "3blKa.

     B3flBlllHcb 3a  H3yqeHHe  TK)peMHopo  }KaproHa,  nocToeBcKldta oTKpbin  HoBoe

HaHpaBneHHe  B nmepaType.  OH  BfiepBhle  B vacTopHH  naTepaTypbl  noKa3an,  yTo

TIope}fHbiti  MHp  TaK>Ice  vaMeeT  cBolo  KynbTypy,  cBoti  fi3blK, cBoK)  ncMxo"orli}o,

3acny>fcvaBalolllI{e neTanbHoro  H3yqeHHfi.  Benb 3auacTy}o,  TlopeMHble  c"oBa  H

Bblpa>KeHHfi,  ynoTpe6"eHHble B  nHTepaTypHoM  npoH3BeneHHli,  TaK  HpKo  nepe-

naroT 3MolxMoHanbHblta  oTTeHoK,  HTo  HeB03Mo>KHo  fipencTaBHTli  ce6e  6onee

6naronpHcTotiHylo 3aMeHy.  HoJco6Hylo >Ice PoJrb HrPaloT  yKPaHHCKHti fl3blK  H

ypan-cH6HpcKHta roBop.

     B"oc"encTBMH  HeMano  3anptceth H3  <Cva6upcKop"I TeTpanM>  yrroTpe6nrmHch
AocToeBcKHM Bo  M}Iorlix  npova3BelleHH"x.  AHanH3  n}lcaTe"bcKHx  HpHeMoB  ynoT-

Pe6JIeHHfi STMX  3armCeii  ltOn}iCeH AaTb  HaM  OUeHb  HHTePeCHble  Pe3YnbTaTbl JL"fi

BblficHeHHfi  oco6eHHocTeti  nvaTepaTypbl  AocToeBcKoro :

     1) B  K3afiHcKax  "3  MepTBoro  AoMa)  ylloTpe6afl}oTcfl 241 3aHHcb  n3

<CH6zpcl<oti TeTpaAH>  M  6oJbllIe 2/3 3anHceva  H3  Hlix BH,qoH3MeHeHbl  B  pa3Hblx

cTeneHflx.  2) B TeKcTe  K3anHcoK  H3  MepTBoro noMab  BHpa>KeHHfi  va3 <CH6H-

pcKova TeTpanH>  pacnpeneneHhl HepaBHoMepHo-Ha  HeKoTopblx  cTpaHHllax  o}IH

H3o6nnyK)T,  a  Ha  ApypHx  MN  Mo>KeM  He  BcTpeTHTb  HH  onHoro.  3) CToHT

o6paTHTb  BHHMaHHe  Ha  To, gTo  MaTepHanbl  H3  K3anHcoK  H3  MePTBorO  nOMa)

JIocToeBcKHth Bno>KHn  B ycTa He  pnaBHblx  repoeB  PoMaHa, a BTopocTeneHHblx

HePcOHa)Iceil.  DTra TpH  tpaKTa no3BonfiK)T  cAenaTb  BblBon,  uTo  K3artuCKX  H3

MepTBoro  AoMaD  HpeAcTaBna}oT  co6ova  cKoPee  xyAo)KeCTBeHHoe,  ueM  AoKyMe-

HTanbHoe  fipou3BeaeHHe,

-
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